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１．はじめに 

蓑
みの

虫
む し

をご存知だろうか？では、蓑の中にいる幼虫を

思い浮かべることは出来るだろうか？あるいは、成虫

ではどうだろうか？蓑虫は、俳句の季語として使われる

など、晩秋の風物詩として日本では古くより親しまれて

きた。一方で、神経質な性格故にその姿を我々に覗か

せることは稀であり、馴染みある蓑の外観とは裏腹に、

その中で暮らす蓑虫の生態は一般にはあまり知られて

いない。 

蓑虫は鱗翅目・ミノガ科に属する蛾の幼虫で、本紀

要の読者の方には馴染みの深い「蚕」とも無縁ではな

い。幼虫がタンパク質から成る絹糸（シルク）を吐糸す

る点でも共通する。この蓑虫の「糸」から作られる「蓑」

は強く、過去には財布や草履など様々なものに利用さ

れていた。しかし、「糸」の利用は過去に例がない。こ

の蓑虫の「糸」が、近い将来、脱石油社会の実現に貢

献する「新しい絹」、すなわち蚕絹糸に次ぐ第二の産

業利用絹糸と成るかもしれない。本稿の主題は、この

蓑虫の糸の魅力を紹介することにある。一方で、その

生態は蚕とは相当に異なり、虫の世界の素人である筆

者から見ても興味の尽きない虫である。糸の魅力に加

え、生態に関する話を交えることで、蓑虫そのものの魅

力についても同時に紹介できればと考えている。 

 

２．蓑虫のライフサイクル 

ミノガは、世界で1300種、日本国内では50種ほどが

知られている[１,２]。いずれも、その幼虫である蓑虫は、

タンパク質性の糸であるシルクを使って蓑と呼ばれる

巣をつくり、その巣を背負って生活する。しかし、その

サイズや生態、生活史は種ごとに大きく異なり、実に奥

が深い。我々が一般に有している「枯れ葉や枯れ枝で

覆われた蓑虫のイメージ」でさえ、全体からみると少数

派のようである。本稿では、読者の方にも馴染みが深く、

また、我々の研究対象である日本最大のミノガ「オオミ

ノガ」の幼虫に対象を絞り、これを蓑虫と呼ぶことにす

る。ミノガ科全般の分類や生態、生活史に興味を持た

れた方は、三枝豊平先生（九州大学名誉教授）の詳

細かつ系統的な研究成果の数々に当たっていただき

たい（例えば文献[３]）。 

オオミノガのライフサイクルは年一化性である。梅雨

明け間近の６月下旬から７月上旬に母親の蓑の中で

卵（図１a）から孵化した幼虫は（図１b）、自らの吐いた

細い糸を伝って母親の蓑から一斉に雪崩出てくると、

糸とともに風に乗って散らばっていく。糸を利用し風に

乗る移動手段「バルーニング」は、１匹のメスから3000

匹もの幼虫が生まれる蓑虫にとって、適度な拡散を確

保するために欠かせない手段であり、蓑虫が生まれて

最初に行う糸の利用でもある。うまく風に乗った場合に

は、数キロメートルからそれ以上の長距離移動も可能

と言われているが、実際には、母親と同じあるいはその

周囲の植物に降り立つものが大半であり、狭い範囲に

密集して生息する点が蓑虫の特徴の一つである。無

事に何らかの植物に辿り着いた蓑虫は次に蓑をつくる。

葉や枝の表面を削り取り、糸と絡めながら僅か数時間

で１～２mm程度の立派な蓑をつくり上げる（図１c,d）。

バルーニングに次ぐ、二つ目の糸利用である。 

蓑をつくり上げるとようやく最初の食餌にはいる。蓑

虫は草食性であるが、蚕とは異なり、（幅広い）広食性

を示す。バルーニングによる拡散移動を積極的に取り

入れる蓑虫を特徴づける性質であり、蓑虫により害虫

被害を受ける植物のリストが多岐にわたる所以でもある。 

蓑虫は夏から秋にかけて、脱皮を繰り返しながら成

長し、同時に、成長に合わせて蓑を大きく作り足してい

く（図１e）。秋、終齢幼虫となった蓑虫は（図１f,g）、蓑

上端を枝に強く結わえ付けると、翌春に向け約半年間

の長い越冬に入る（図１h）。終齢時の蓑長は、オスで３

～４cm、メスで５～７cmにもなる。やがて春になると、蓑

虫は蓑の中で頭を下に向け蛹化し、３週間程度でオス 
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図１ オオミノガの一生 [14] 

a: 卵（１mm）、b: 孵化直後の幼虫、c: 孵化１日目（蓑作成中）、

d: 孵化１日目（蓑完成）、e： 孵化約２週目、f,g: 終齢幼中、h: 

越冬中、i: オス成虫、j: メス成虫、k: 蛹殻内に産卵された卵  

 

は蛾として羽化すると蓑を巣立つ（図１i）。一方、メスの

成虫は、運動器官や感覚器のほとんどが退化した、翅
はね

、

脚、複眼、触覚、口器などを有さない蛆虫
う じ む し

様の、一般

的な蛾の成虫からは想像のつかない姿をしている（図

１j）[４]。結果、メスの成虫は羽化後も蓑を離れる術が

なく、その後の交尾、産卵までを通して生涯を蓑の中

で過ごす。オスと顔を合わせることすらなく交尾を終え、

自らの体を埋め尽くす約3000個もの卵を自らの住処で

ある蓑（正確には蓑の中の蛹殻）の中に産卵し（図１k）、

小さく萎んだその体で卵を孵化直前まで守り抜くと、萎

みきった体は蓑の外に転げ落ちてその一生を終える。

子孫を残すことを使命とする生物の行き着く先の姿な

のかもしれない。 

ところで、蛹の保護を目的とする蚕の繭が閉じられ

た空間であるのに対し、日々の生活を伴う蓑虫の蓑に

は上端と下端に二か所の開口部が設けられている。上

端開口部は移動や食餌の際に頭や胸部を出すため

に、下端開口部は排泄の際にお尻を出すためにある

（下端開口部はオスの蛹が羽化に向けて頭を出す際

にも使われる）。ただし、これらの開口部は越冬時には

閉じられており、半年以上にわたり雨風を受け続ける

にもかかわらず、蓑内部は綺麗な糸で埋め尽くされ、

塵一つない清潔な環境を保っている（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ a: 蓑虫の蓑、b: 内部、および c: 蓑内側の様子 [11] 

 

言うまでもなく、蓑虫にとって蓑は（おそらく）最も大

切なものである。試しにハサミで切り込みを入れてみる

と、直ちに繕って修復してしまう。では、蓑を取り去って

しまうとどうだろうか？周りにあるどんなものでも利用し

て、たちまち新たな蓑を作ってしまう（図３は、飼育ケー

ジの底にたまった糞だけで蓑を作った例）。この習性を

利用し、細かく切った折り紙や毛糸を与えカラフルな

蓑を作らせる遊びが古くから知られている。この昔なが

らの遊びを、芸術のレベルに昇華させたのが、現代芸

術家AKI INOMATA氏である。生き物の視点を通して

人間社会のひずみや問題を提起するINOMATA氏は、

蓑虫の極限的な性差を・・・、と難しいことは抜きにして、

一流デザイナーがつくり上げた華やかな衣装の細切

れを蓑虫のセンスにより再構築させた斬新な作品であ

る（図４）[５]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図４ AKI INOMATA “girl, girl, girl . . . ” より [５] 

３．蓑の利用 

蓑虫の話を持ち出すと、「蓑を裂こうと試みたが簡単

には引き裂けなかった」という幼少期の記憶を思い起

こされる方が実に多い。実際、蓑の丈夫さは古くから

認識され、蓑を開きパッチワーク状に連ねた生地から

ハンドバッグや財布、草履など丈夫さの求められる

様々な工芸品が作られていた。図５のハンドバッグは

約50年前に購入されたものであるが、ほころびもなく、

蓑の丈夫さをよく物語っている。松田万智子氏（京都

府立京都学・歴彩館）によると[６]、蓑虫工芸品が国内

で広く流通するきっかけを作ったのは、（京都工芸繊

維大学の前身）京都高等工芸学校初代校長の中澤岩

太と、西陣織の帯地商であった三宅清治郎の二人の

ようである（図６）。化学者であり京都工芸界の指導者

でもあった中澤岩太は、大正14（1925）年に蓑虫工芸

の存在を知ると大いに興味を持ち、独自の改良を加え

ながら、特に手箱に蓑を貼り付ける新たな技術を考案

し（図７）、昭和３（1928）年に自作の手箱を皇后陛下に

献上したことで国内でのブームに火をつけた[７]。この

ブームは、後に「みのむし翁」と呼ばれた三宅清治郎

の興味を引くこととなる。三宅は中澤から直接に技術

指導を受けると、京都に蓑虫研究所を設け（中京区西

ノ京）、蓑虫の飼育から各種製品の販売までを開始し

た（図８）。これにより、昭和初期から40年頃までの間、

蓑虫工芸品は全国各地のデパートに並ぶこととなる。

また、三宅自身は、帽子、ネクタイ、ステッキ、靴、財布

等々、身の回りの品すべてに蓑虫製品を愛用していた

（図９）[８]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 蓑虫工芸ハンドバッグ 

 

 

図３ 糞のみで作った蓑を纏う蓑虫 

 

－ 46－



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図４ AKI INOMATA “girl, girl, girl . . . ” より [５] 
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図５ 蓑虫工芸ハンドバッグ 

 

 

図３ 糞のみで作った蓑を纏う蓑虫 
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図６ 左：中澤岩太（1858-1943）と『中澤岩太博士喜寿祝賀記

念帖』 [７]、右：三宅清治郎（1872-1940）と『洛園』 [８] 

（いずれも京都府立京都学・歴彩館所蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 手文庫 蓑虫外皮張 [７] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－１：三宅清治郎の蓑虫研究所内に集められた大量の蓑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－２：みの虫応用作品陳列会の様子 [８] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 三宅清治郎の愛用した蓑虫工芸帽子 [８] 

 

蓑虫工芸品の歴史における中澤、三宅両氏の貢献

を知ると、昭和８（1933）年発行の科学誌『昆蟲世界』

の投稿欄に掲載された小さな記事「みの蟲の加工・万

国博日本館に陳列して米國人間に好人氣」（図10）が

面白く読めてくる。「アメリカでは鈴蛇の皮を使った製

品の流行が飽きられる中、シカゴ万国博日本館に展

示された日本領台湾産の蓑虫の加工品が人気を集め、

やり様によっては蓑虫で一儲けできないものかと野心

家達は種々方策を講じている」との投稿であるが、アメ

リカ万国博への展示は、中澤による皇后陛下への小

箱の献上が大きなきっかけになったものと想像される。

また、三宅による製品化の成功がアメリカにも既に伝

わっていたのではないだろうか。蓑虫の生態、生活史

に関する文献を調べると、19世紀末から20世紀の頭に

かけて盛んに研究され、基本的な理解が確立されて

いたことがわかる。その主要な研究動機は、害虫対

策としての蓑虫の理解であり、この時期、蓑虫によ

 

 

 

 

る害虫被害がアメリカでも広く報告されている。

害虫の有効利用に成功した日本からの展示は、ア

メリカ人に大きな興味を与えたものと思われる

（ただし、蓑虫工芸に叶う丈夫な蓑をつくる種は

日本ではオオミノガ幼虫のみであり、この時期ア

メリカに同様の蓑虫が豊富にいたかどうかは不明

である）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図10 雑誌『昆蟲世界』に投稿された記事（昭和８（1933）年） 

 

４．蓑虫の糸 

３章で述べたかったことは「蓑の丈夫さは古くより経

験的に知られていた」という事実である。数千年という

養蚕の歴史を考えると、たかだか百年ちょっとの歴史

を手繰れただけではあるが、実際には、中国あたりに

桁違いに古い歴史が存在するのではないかとの期待

もある。いずれにしても、過去、この丈夫な蓑から糸の

採糸を試みる者がなかったとは考えにくい。実際我々

は、蓑虫の「糸」が蚕や蜘蛛の糸よりも強く丈夫な素晴

らしい絹糸であることを明らかにした（表１）[９]。ではな

ぜ、これまで「糸」として使われてこなかったのだろう

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11は、ボビンに巻いた蓑虫の糸である。この蓑虫

の糸の採糸方法を想像してみていただきたい。蚕の製

糸工程を知り尽くす本紀要の読者の方であれば、蓑か

ら糸を解きほぐすための様々な工程を思い浮かべられ

たのではないだろうか。当初我々も蓑から糸を採るた

めの様々な工夫を試みたが、これまでのところ成功し

ていない。すでに述べたとおり、蓑虫の蓑は成長ととも

に作り足されるため、連続する１本の糸で作られた蚕

の繭とは違い、複数の糸がやっかいに絡み合っている。

また、枝葉を貼り付けるための強力な接着成分の存在

も採糸の邪魔をする。多くの挑戦者が、過去に同じ問

題に悩まされたものと想像される。同様に、蓑虫の第

三の糸利用となる、ぶら下るために吐く糸「牽引糸」の

巻き取りについても過去に挑戦した者は少なくないだ

ろう。しかし、こちらも安定した採糸には適さないようで

ある。タネを明かすと、ボビンに巻かれた糸は、蓑を背

負って生活する蓑虫ならではの行動様式からもたらさ

れた糸である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 ボビンに巻かれた蓑虫の糸 [９] 

 

  
弾性率 

/ GPa 

破断強度 

/ GPa 

破断伸び 

/ % 

タフネス 

/ MJ m
-3
 

蓑虫の糸 

 

28.1 

(± 2.1)** 

2.0 

(± 0.2)** 

32 

(± 3.0)** 

364.0 

(± 44.1)** 

蜘蛛の牽引糸* 

 
10 1.1 27 160 

蚕の糸* 7 0.6 18 70 

 

 

* Gosline J. M. et al., J. Exp. Biol., 202, 3295 (1999). 

** 括弧内の数値は標準誤差を示す（n=19） 

表１ 蓑虫、蚕、蜘蛛の糸の力学特性の比較 [９] 

－ 48－
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採糸を試みる者がなかったとは考えにくい。実際我々

は、蓑虫の「糸」が蚕や蜘蛛の糸よりも強く丈夫な素晴
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ぜ、これまで「糸」として使われてこなかったのだろう

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11は、ボビンに巻いた蓑虫の糸である。この蓑虫

の糸の採糸方法を想像してみていただきたい。蚕の製

糸工程を知り尽くす本紀要の読者の方であれば、蓑か

ら糸を解きほぐすための様々な工程を思い浮かべられ

たのではないだろうか。当初我々も蓑から糸を採るた

めの様々な工夫を試みたが、これまでのところ成功し

ていない。すでに述べたとおり、蓑虫の蓑は成長ととも

に作り足されるため、連続する１本の糸で作られた蚕

の繭とは違い、複数の糸がやっかいに絡み合っている。

また、枝葉を貼り付けるための強力な接着成分の存在

も採糸の邪魔をする。多くの挑戦者が、過去に同じ問

題に悩まされたものと想像される。同様に、蓑虫の第

三の糸利用となる、ぶら下るために吐く糸「牽引糸」の

巻き取りについても過去に挑戦した者は少なくないだ

ろう。しかし、こちらも安定した採糸には適さないようで

ある。タネを明かすと、ボビンに巻かれた糸は、蓑を背

負って生活する蓑虫ならではの行動様式からもたらさ

れた糸である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 ボビンに巻かれた蓑虫の糸 [９] 

 

  
弾性率 

/ GPa 

破断強度 

/ GPa 

破断伸び 

/ % 

タフネス 

/ MJ m
-3
 

蓑虫の糸 

 

28.1 

(± 2.1)** 

2.0 

(± 0.2)** 

32 

(± 3.0)** 

364.0 

(± 44.1)** 

蜘蛛の牽引糸* 

 
10 1.1 27 160 

蚕の糸* 7 0.6 18 70 

 

 

* Gosline J. M. et al., J. Exp. Biol., 202, 3295 (1999). 

** 括弧内の数値は標準誤差を示す（n=19） 

表１ 蓑虫、蚕、蜘蛛の糸の力学特性の比較 [９] 

－ 48－ － 49－



蚕をはじめとする芋虫は、胸脚と呼ばれる３対６本の

脚に加え、腹脚（１～４対）および尾脚と呼ばれる疣
いぼ

状

の突起物（１対）を有しており、これら全てを巧みに使

いながら移動する（図12）[10]。蓑虫もまた芋虫であり、

胸脚（３対）の他に、腹脚（４対）と尾脚（１対）を有して

いるが、しかし、蓑虫が移動する際に蓑の外に出せる

脚は胸脚のみであり、腹脚と尾脚は蓑の中で蓑と体と

を固定するために使われる。したがって、蓑虫は移動

に３対の胸脚しか使えないことになる。ところが実際に

は、身軽な幼齢期を過ぎると、重い蓑を背負った蓑虫

は例え水平面であっても胸脚だけでは平面上を移動

できなくなる。そこで蓑虫がとった手段は、移動の際、

糸を使って梯子
は し ご

状の足場をつくり、足場に胸脚を引っ

掛けて移動するという、第四の糸利用である。図13aは、

水平な机の上に黒い画用紙を敷き、その上を這わせ

た際の写真である。蓑虫が通り過ぎた後には、梯子状

にジグザグに吐糸された糸が残されている。移動の際

に吐糸されるこの糸を我々は「足場糸」と名付けた。足

場糸を吐糸する様子を透明な板を通して観察すると、

梯子の間隔はちょうど胸脚の間隔に一致することが分

かる（図13b）。蓑虫は、第二、第三体節の胸脚をそれ

ぞれ足場に引っ掛けると、第一体節の胸脚を上手く使

いながら新たな足場をつくり一歩前進する、という工程

を繰り返すのである。気の遠くなる作業ではあるが、外

敵襲来の際には瞬時に丈夫な蓑に隠れることがで

きる蓑虫だからこそ許されるスピード感であり、蓑

を背負って生きるうえでの絶妙な落としどころと言える

だろう。この足場糸の利用により、水平面はもちろん、

垂直面や天井面、例えば、葉っぱの裏を移動すること

も可能となる（図14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 芋虫の移動方法 [10] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13 蓑虫の足場糸 [11]  

a:黒い紙の上を移動した後に残るはしご状に吐糸された足場糸

b:足場糸に胸脚を引っ掛けて次の足場を吐糸する様子 

c:はしご状足場糸のスケッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 足場糸を使って葉っぱの裏を歩く蓑虫（チャミノガ幼虫） 

 

 移動時の足場糸の吐糸という発見には、もう一つ重

要な発見が付いてきた。一連の移動で吐糸される足

場糸は連続した一本の糸であるという事実である。ボ

ビンに巻かれた糸は正にこの足場糸であり、我々は、

蓑虫の行動を制御することにより100メートルを超える

糸を安定的に採糸する技術を確立した[11]。強く丈夫

な天然素材を長繊維として採糸できるようになったこと

で、その用途は大きく拡がると期待される。また、蓑虫

の糸は強く丈夫なだけではなく、高い熱安定性や濡れ

による寸法安定性を兼ね備えていることも分かってお

 

 

 

り[12]、脱石油社会の実現に不可欠となる環境配慮

型・繊維強化複合プラスチック（FRP）の強化繊維とし

ての需要にフィットするものと考えている。 

  

５．強さと丈夫さの秘密 

 最後に、強さや丈夫さといった糸の性質を決めてい

る「構造」の面から、蓑虫の糸の特徴を眺めてみたい。

蓑虫の糸の強さと丈夫さの秘密を構造の面から解明

できれば、さらに強いシルクを人工的に創り出すことも

夢ではない。生物がタンパク質からつくり出す糸として

定義されるシルクであるが、蚕や蜘蛛、蓑虫など各種

シルクを比べたとき、具体的には何が違うのだろうか？ 

大まかに言えば、（I）タンパク質を構成するアミノ酸の

組成とその配列、そして（II）タンパク質が形成する三

次元の構造（階層構造）が異なっている。前者の「（I）

タンパク質のアミノ酸配列」は種ごとに遺伝子のレベル

で決まっており、現在の生命情報科学の力を使えば、

ほぼ正確な配列を知ることができる。一方、その把握

がより難しいのは、後者の「（II）階層構造」の方である。

（I）と（II）の関係は、ビルの鉄筋とそれで作られる骨格

の関係に似ており、糸の力学的な性質を理解するため

には、ビルの骨格にあたる「（II）階層構造」の把握がよ

り重要となる。この糸の中に作られた階層構造を把握

するために強力な手段となるのが、X線を用いた観察

法「X線散乱法」である。原理はやや異なるが、我々の

体内を覗き見るレントゲン撮影に近い手法である。X線

散乱法により、蓑虫の糸は、他のシルクに比べ秩序性

の極めて高い階層構造を有していることが分かった

（図15a）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話は少し逸れるが、スズメガと呼ばれる蛾は、花の

蜜を吸う際、空中に停止（ホバリング）することが出来る。

このホバリングのメカニズムの解明において、翅の形状、

翅を動かす飛翔筋、神経系など、飛翔に関わる様々

な部位の詳細な研究とともに「鍵」となったのが、高速

撮影技術による翅の羽ばたきの時分割観察であった

[13]。すなわち、翅がどのように動くことでホバリングを

実現しているのか、その動きを細かく追跡することで初

めてホバリングのメカニズムが解明されたのである。同

じことが、糸の強さや丈夫さの解明についても言える。

階層構造を詳細に把握することに加え、糸を引張った

際にその構造がどのように変形し、どのように力を担う

のか、その構造の変形挙動を時分割で細かく追跡す

ることで初めて構造と力学特性との因果関係が見えて

くる。ただしこの実験には、短時間で連続的に構造情

報を取得可能となる強力なX線が不可欠となる。我々

は、大型放射光施設SPring-8（スプリング エイト）の放

射光高輝度X線を利用することで、世界で初めて蓑虫

の糸を引張った際の構造変化の追跡に成功し、蓑虫

の糸が他のシルクに比べ強く丈夫である秘密が、「力

を担うべき結晶に、応力を均一に分布・伝搬させ、か

つ、引っ張っても秩序性が保持される理想的な秩序性

階層構造」に起因することを明らかにした（図15b,c）

[９,14]。なお、蓑虫の糸を通して得られた構造と力学

特性との因果関係に関する今回の知見は、より強く丈

夫な人工シルクの設計に繋がる重要な知見であると考

えている[15]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 15 a: 蓑虫の糸の高秩序性階層構造、b: 結晶と非晶からなるネットワーク構造モデル、 

c: 糸を延伸した際のネットワークモデルの相似的変形挙動 

a 

－ 50－
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図 15 a: 蓑虫の糸の高秩序性階層構造、b: 結晶と非晶からなるネットワーク構造モデル、 

c: 糸を延伸した際のネットワークモデルの相似的変形挙動 

a 

－ 50－ － 51－



６．おわりに 

誰もが良く知る蓑虫であるが、蓑で隠されたその生

態には驚かされる点が多く、興味の尽きない虫である。

同じことは糸についても言える。古くより経験的に強さ

が認識されてきた蓑虫の糸であるが、X線散乱解析か

ら示されたその構造は、他のどのシルクとも異なる高い

秩序性を有し、その力学特性は、他のどのシルクよりも

強く丈夫なものであった。持続可能社会の実現に向け

脱石油材料への転換が世界の共通目標として掲げら

れる中、強く丈夫な天然材料である蓑虫の糸は、次世

代構造材料としての大きな可能性を秘めた「古くて新

しい絹」と呼べるだろう。幸い、蓑虫は、蓑の中が見え

ないという（なかなかに厄介な）点を除けば比較的飼育

の容易な昆虫である。本文でも述べた通り、広食性で

ありかつ繁殖性も高く、また、数千年の歴史を経て培

われてきた蚕の養蚕技術に学べる点も多い。力学特

性の素晴らしさと大量生産実現の可能性を兼ね備える

蓑虫の糸は、蚕絹糸に次ぐ第二の産業利用絹糸とし

て、脱石油社会の実現に不可欠な素材になるものと強

く期待される。 
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「蚕糸技術センター」ってどんなところ？ 
 

群馬県蚕糸技術センター 蚕糸研究係  下田 みさと 

 

１．はじめに 

明治維新以降、日本の蚕糸絹業は近代日本の発展

を支えてきた基幹産業で、開国した日本が諸外国に輸

出できたものの一つが「生糸」や「蚕種」であり、資源の

少ない日本にとって重要な産業でした。しかし昭和35

年頃から、着物を着る文化の衰退、化学繊維の普及、

海外との価格競争などの要因により養蚕農家戸数、桑

園面積、繭生産量ともに減少しました。蚕糸絹業の規

模は大幅に縮小し、平成30（2018）年度には全国の養

蚕農家戸数は293戸、繭生産量は110トンまで減少して

います。統計の記録が残っている中で養蚕農家が最も

多かった昭和４（1929）年の220万戸、繭生産量が最も

多かった昭和５（1930）年の399万トンと比べると、現在

の農家戸数は0.01％、繭生産量は0.002％しかありませ

ん。 

日本の蚕糸絹業の衰退とともに、国や各都道府県の

研究機関から「蚕」の文字が消えゆく中、群馬県は、養

蚕という農業の最後の砦として「蚕糸技術センター」を

存続し、群馬県のみならず日本の「蚕を飼育し繭を生

産する」という部分を支えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．「蚕糸技術センター」になるまで 
蚕糸技術センターは、明治31（1898）年に国の試験

場である農事試験場内に蚕桑部が設立されたことから

始まりました。大正２（1913)年に原蚕種製造所が前橋

市内に分離独立し、大正10（1921）年には現在の場所

に設置されました。稚蚕人工飼料を製造する稚蚕人工

飼料センターは昭和56（1981）年に分場として設置され、

現在は当センターの職員が常駐して人工飼料の生産

管理を行っています。平成９（1997）年には、同じ前橋

市内にあった繭検定所が繭糸技術センターとなり、蚕

業試験場の附置機関となりました。その後同17（2005）

年に蚕業試験場の一部門となったため、「製糸」に関す

る業務も行うようになりました。さらに、平成13（2001）年

に、県内唯一の蚕種製造業者が撤退したことに伴って

蚕種製造業務を担うことになり、群馬県で育成した「群

馬オリジナル蚕品種」の蚕種はすべて当センターで製

造しています。このように、試験研究機関の枠を超え、

人工飼料や蚕種の製造供給、更には養蚕に関する普

及指導も行うようになってきたことから、平成19（2007）

年に「蚕業試験場」から「蚕糸技術センター」になりまし

た（図１）。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図１ 蚕糸技術センターの変遷 
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